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点字を打つ様子を紹介しました。 

本校の音楽科の旧職員で校歌、寮歌、応援歌などを作曲した 故川村利正先生は、川村粋邦の名で

お琴の作曲や指導もしていたそうです。今年の開校記念日はそのお琴のお弟子さんの佐藤叡子さんの

グループが、川村先生作曲の「イーハトーヴォ協奏曲」を演奏してくださいました。 

開校記念日 ～お琴の鑑賞会 佐藤叡子社中を迎え～ ９月２４日（木） 

第６４回寮祭 
今年で 64回目を迎える、本校寄宿舎の寮祭が、９月 25日（金）に開

催されました。地域の方、卒業生、旧職員など大勢の方にも参加いただ

き、また地域の福祉事業所さんの出店のご協力もあり大盛況でした。 

居住地校交流（小学部）９月１日（火） 

的あて、輪投げ、魚釣り、買い物、全体でのイントロクイズなどで仲間や友達と楽しい時間を過ごしました。 

お琴の鑑賞の後は、お礼も

兼ねて校歌を披露し、川村先

生の曲で交流することができ

ました。 

とても素敵な演奏をありが

とうございました。 

本校の児童生徒は、自宅のある居住地の小中学校

との交流を行っています。 

小学部２年生の女子児童は、地元の花巻市の小学

校で、道徳や音楽、そして給食などでの交流学習を

してきました。 

普段は一人で学習することが多いため、様々な友

達と関わり合いながら学習ができ、うれしかったそ

うです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 14日（月）上田中学校生

徒会の生徒２名が来校し、交流会

と茶道体験で交流しました。昨年

度も交流した生徒さんだったの

で、昨年以上に会話ももり上がっ

たそうです。 

昨年度に引き続き、今年も盛岡南ライオンズクラブさんが企画し

てくれました。生きた魚と関われる貴重な機会。幼児児童生徒それ

ぞれの方法で触ったり釣ったりしながらふれあいました。 

今年は初めて盛岡東警察署で、 

◇点字ブロック上への駐輪や障害物の放置について指導・啓発 

◇自転車利用のマナーや歩行者優先意識の啓発 

について、文書を手交しお願いしてきました。 

また、盛岡駅でチラシを配布し、点字ブロックへの理解が広がるよう

活動してきました。 

～点字ブロック理解推進キャンペーン～  ９月１８日（金） 

今年も、視覚障がい者にとっての点字ブロックの重要性を伝えるため実施しました。 

上田中学校との交流 

視覚支援機器の紹介 茶道クラブへの参加 

魚とのふれあい体験活動 ９月２日（水） 

～インクルーシブ陸上記録会～ 
９月１２日（土）、北上市総合運動公園陸上競技場で開催さ 

れ、本校からは中学部３名、高等部１名が、ソフトボール投げや、 

１００m走に出場しました。 

 大きな競技場で少し緊張した様子もみられましたが、快晴の 

中、それぞれ力を発揮し頑張ってきました。 


